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学位論文の審査及び最終試験の結果を下記の とおり 報告します。

記

論 文申請者 専攻 物質化学工学専攻 氏名 島袋 義仁

論 文 題 目 Bi系超伝導体におけるPb置換効果の 解明

学位論文審査結果 合 格 論 文 審 査年月日
令和4年1月2 7日～

令和4年2月3日

論 文公聴会 令和4年2月3日 場 所
工学部9-300-2教室及びオンライ

ン

最 終 試 験 結 果 合格 最 終 試 験年月日 令和4年2月3日

学位論文の審査結果の要旨(1,000字程度）

序論では、 Pb 置換 Bi系超伝導体の電子物性について詳しい報告がほとんどなく、 Biの Pb 置換は、 3価の Biが2

価の Pb 置換に置換する事によってホ ールドープされると考えられてきたことを説明した。 そして、 本研究の目的が、

Pb 置換が Bi系超伝導体の電子状態にどのような影響を与えるかを明らかにすることであることを述べた。

実験方法では、 元素置換、 酸素最制御による形式価数制御、 物質合成、結晶構造同定、 形式価数及びホ ー ル
濃度測定の各方法について 説明した。

第三章では、Bi2201相の電子物性におけるPb置換効果である。Pb置換によって、ホ ー ルはPbへ優先的にドー

プされ、 加えてCuからPbヘホ ー ルが移動することを明らかにした。

第四章では、 Bi2212相の電子物性におけるPb置換効果である。 Pb置換では、 Cu伍面に優先的にドープされ

るが濃度に上限があり、 そ れ以上の ホ ー ルドープによって、 Pbにホ ー ルが局在化することを明らかにした。

第五章では、Bi2223相の電子物性におけるPb置換効果である。Pb置換によって、ホ ー ルはPbへ優先的にドー

プされ、 加えてCuからもPbヘホ ー ルが移動することを明らかにした。

第六章総括では、Pb置換Bi2201, 2212, 2223相において、ホ ールが優先的にドープされる 層が異なった。その理由と

して、 Bi2201とBi2223相では、 ホ ール源がBi(Pb)O 層に隣接しているのに対し、 Bi2212層では、Cu伍層に隣接している

という違いがあることを明らかにした。

補追では、Pb置換によって、モジュレ ー ション周期が 一 定となることから、モジュレ ー ション構造にPbの価

数変化によるイオン半径の変化が関係していることを明らかにした。 こ れは、 ホ ー ルが、 Cu伍層のみならず

Bi(Pb)Oへもドー プされるとい う論拠を補強するものである。

審査の結果、 本論文 を以下のように評価した。(a)Pb置換Bi系超伝導体の電子物性を詳しく調べ た前例はなく、

研究テ ー マは新規性・独自性をもつ。(b)研究背景と目的は、 従来の結果を援用しつつ正しく述べられている。

(c)Bi2201,2212,2223相に章を分け、 論文は適切に構成されている。(d)Pb置換によってホ ールがドープされないとい

う従来の考えを覆す結果が論理的かつ明確に述べられている。

また、本論文は，研究倫理又は利益相反等に係る学内規則に基づく手続きは必要なく、本学位論文が審査基準をみた

しており、 学位論文審査結果を合格と判定した。

最終試験の結果の要旨

公聴会実施後に， 学位論文に関係する科目である物理化学と英語について口頭による試験を行った。 物理化学につ

いては、 実験に関する物理化学的手法、 現状の問題点を解決する手法などを諮問した。 英語については、 学位論文の
一部の英訳を行わせた。 その結果、いずれの 科目においても、 十分 な知識を持ち、 そ れを運用する能力を有している

ことを確認した。よって、 最終試験を合格と判定した。




